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[加筆点] 
「4.2 「質疑と討論」（1980.7）」の 3行目に、
下記のアンダーライン部分を加筆し、推定した内
容が「望ましい基準」に関するものであることを
明確にしました。 
 
 裏田は、なぜ二つの基準がつくられたのかと
いう質問に答えて、「具体的な文献的記録はな
い」と述べ、「望ましい基準」について、加藤
宗厚の著作に言及して、アメリカの水準が「当
時の草案作成者の頭のなかにあって」「近代公
共図書館として、まあまあのサービスをおこな
えるギリギリのところをイメージとして館界
が提示する必要があるだろうと」考えて制定さ
れたと推定している。 
 
